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Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

1,535 人、 90.3%

・道徳の教科化に向けた国の動向を踏まえ「道徳教育」を新設した。
・児童相談所への相談件数、小・中・高校生の自殺者が共に増加傾向にあり、「児童虐待」「自殺予防」を選択講義から
必修講義とした。
・「研修講師となるための知識・技術」を60分→90分に拡充した。

・「新しい時代の教育」について、男女共同参画に係る学内マネジメントと指導の内容を含め、75分→85分に拡充する。
・「学校組織マネジメントⅡ（人材育成とコーチング）」を180分→210分、「学校組織マネジメントⅣ（メンタルヘルス
マネジメント）」を120分→150分、「学校組織マネジメント（戦略づくり）」を330分→375分に拡充。

人数
(人)

・講義と演習のバランスがとてもよく考えられていて、内容もよく工夫されていると思います。講師の先生方も非常にす
ばらしい方々ばかりなので、とても貴重な勉強と体験をさせていただきました。
・今回、私たちはつくばではなく、東京会場での研修となりましたが、十分満足しています。通勤できる会場でよかった
です。
・全体として、リスクマネジメントなど演習時間が設定されていましたが、必要に応じて演習時間を多くとって、研修内
容を深めたい課題もありました。
・様々な立場の方が参加しているので、役職ごとのグループで意見交換できる場がほしかった。
・学校運営演習を２日間設定してあるが、内容が法律で決まっていることなので、演習の問題そのもので協議することは
少ない。内容的には、１日でよいのではないかと思う。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

1000 0.0 0 0.0 0 0 0.0
96

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

 平成26年 7月28日（月）～平成26年 8月13日（水）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
 学校の適切な運営、特色ある教育活動の推進のための高度で専門的な知識等を修得させ、各地域の中核と
して教育に取り組む校長、副校長、教頭等を育成する。

基幹研修課　基幹研修第二グループ

教職員等中央研修　第2回副校長・教頭等研修　【第385回】

　小学校・中学校・特別支援学校等の副校長・教頭等
　幼稚園の園長・副園長等、小学校・中学校・高等学校・中等教育学校及び特別支援学校の副校長・教
頭、教育委員会等の指導主事等で、今後、学校経営、教育実践において各地域の中核として活躍が期待さ
れる者
 主幹教諭については、各教育委員会の判断により「副校長・教頭等研修」に推薦することができる。

17日間

開 催 場 所 フォーラムエイト（東京都渋谷区）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

1,700 人、

100.0%100 100 人

全体受講定員
（全体計画人数）

96.0 4 4.0

100 100.0
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第１週 6月2日(月) 6月3日(火) 6月4日(水) 6月5日(木) 6月6日(金) 6月7日(土) 6月8日(日)

８：３０～１０：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００

オリエンテーション② 演習準備 演習準備 演習準備

９：３０～９：５０　 　　　　 ９：１５～１５：３０ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５

受付 　 教育法規Ⅱ 学校組織マネジメントⅠ 学校組織マネジメントⅡ

１０：００～１１：４５ １０：１５～１１：４５ (学校評価）

オリエンテーション 地方教育行財政制度 三ツ角　直正

大桃　敏行 日永　龍彦

1３：００～1３：２０ １３：００～１５：３０ 諸富　祥彦 １３：００～１７：００

開講式 教育法規Ⅰ 研修講師となるため

1３：３０～1４：４５ の知識・技術
新しい時代の教育 坂田　仰

１４：４５～１５：１５ 土屋　研

写真撮影 山尾　健一

１５：３０～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００

特別講義 班別協議 実践研究 実践研究

小川　三夫

第２週 6月9日(月) 6月10日(火) 6月11日(水) 6月12日(木) 6月13日(金) 6月14日(土) 6月15日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～１７：００

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備

９：１５～１１：４５ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５ ９：１５～１１：４５ リスクマネジメントⅡ

人権教育 キャリア教育 道徳教育Ⅰ 道徳教育Ⅱ （危機の未然防止方策）

（小中  藤永 芳純）

梅野　正信 松井　賢二 （高  横山 利弘） 押谷　由夫

１３：００～１７：００ １３：００～１５：３０ １３：００～１５：３０

学校組織マネジメントⅢ リスクマネジメントⅠ 学校組織マネジメントⅣ

(コミュニケーション力) （リスクマネジメントの基礎知識） （コーチング）

音楽座 阪根　健二 佐藤　敬子

１５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００
実践研究 実践研究 実践研究

第３週 6月16日(月) 6月17日(火) 6月18日(水) 6月19日(木) 6月20日(金) 6月21日(土) 6月22日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備 演習準備

９：１５～１５：３０ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１７：００

特別支援教育 特色あるカリキュラム編成 国際理解教育 生徒指導Ⅱ 学校組織マネジメントⅤ

（戦略づくり）

花輪　敏男 池田 幸也 多田　孝志 河村　茂雄
藤本　勇二 加藤　崇英
高橋　純 １３：００～１５：３０

鬼頭　英明 生徒指導Ⅰ

栁生　和男

１５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００

実践研究 班別協議 実践研究 教育と芸術

市川・竹澤・岩河

第４週 6月23日(月) 6月24日(火) 6月25日(水) 6月26日(木) 6月27日(金) 6月28日(土) 6月29日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：３０ ８：３０～９：３０ ８：３０～９：００

オリエンテーション 班別協議 班別協議 班別協議

９：１５～１１：４５ ９：４５～１７：００ ９：４５～１７：００ ９：１５～１０：４５
学校組織マネジメントⅥ 学校運営演習 学校運営演習 リーダーとなるために

（ミドルリーダーの役割） 黒岩　禅

文部科学省 文部科学省 １１：００～１１：２０

藤川　章 閉講式

１３：００～１７：００

学校運営演習

文部科学省

平成２６年度教職員等中央研修    第１回中堅教員研修

（教職員のメンタル
ヘルスマネジメント）
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第１週 7月21日(月) 7月22日(火) 7月23日(水) 7月24日(木) 7月25日(金) 7月26日(土) 7月27日(日)

８：３０～１０：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：３０

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備

９：３０～９：５０ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５

受付 １０：１５～１１：４５ 教育法規Ⅱ 人権教育

１０：００～１１：４５ 地方教育行財政制度 ９：４５～１４：３０

オリエンテーション 清水　幹裕 有村　久春 テーマ協議

大桃　敏行

1３：００～1３：２０ １３：００～１５：３０ １３：００～１５：３０
開講式 教育法規Ⅰ 特別支援教育

1３：３０～1４：４５

新しい時代の教育 坂田　仰 長澤  正樹 １４：４５～１６：００

１４：４５～１５：１５ 実践研究

　 写真撮影

　 １５：３０～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １６：１５～１７：００

特別講義 班別協議 実践研究 実践研究 振り返り

童門　冬二

第２週 7月28日(月) 7月29日(火) 7月30日(水) 7月31日(木) 8月1日(金) 8月2日(土) 8月3日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～１７：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備

９：１５～１１：４５ ９：１５～１１：４５ リスクマネジメントⅡ ９：１５～１１：４５ ９：１５～１５：３０
道徳教育 キャリア教育 （危機の未然防止方策） 学校組織マネジメントⅡ 生徒指導

(学校評価）
谷田　増幸 藤田　晃之 平松　義樹

天笠　茂
１３：００～１７：００ １３：００～１５：３０ １３：００～１７：００

学校組織マネジメントⅠ リスクマネジメントⅠ 学校組織マネジメントⅢ

(コミュニケーション力)
（リスクマネジメントの基礎知識）

音楽座 飯野　眞幸
諸富　祥彦

１５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００

実践研究 教育と芸術

村上・土屋

第３週 8月4日(月) 8月5日(火) 8月6日(水) 8月7日(木) 8月8日(金)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：３０ ８：３０～９：３０ ８：３０～９：３０

オリエンテーション 演習準備 班別協議 班別協議 班別協議

９：１５～１１：４５ ９：１５～１７：００ ９：４５～１７：００ ９：４５～１７：００ ９：４５～１１：４５

国際理解教育 学校組織マネジメントⅤ 学校運営演習 学校運営演習 研修講師となるための

（戦略作り） 知識・技術

佐藤　郡衛 文部科学省 文部科学省

加藤　崇英

１３：００～１５：３０ １３：００～１４：３０
学校組織マネジメントⅣ リーダーとなるために
（ミドルリーダーの役割）

酒巻　久

西留　安雄

１４：４５～１５：００

１５：４５～１７：００ 閉講式

実践研究

演習準備

平成２６年度教職員等中央研修    第２回中堅教員研修

（教職員のメンタル
ヘルスマネジメント）
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第１週 11月17日(月) 11月18日(火) 11月19日(水) 11月20日(木) 11月21日(金) 11月22日(土) 11月23日(日)

８：３０～１０：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備

９：３０～９：５０　 　　　　 ９：１５～１５：３０ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５

受付 　 教育法規Ⅱ キャリア教育 人権教育

１０：００～１１：４５ １０：１５～１１：４５

オリエンテーション 地方教育行財政制度 清水　幹裕 中許　善弘 有村　久春

尾崎　春樹

1３：００～1３：２０ １３：００～１５：３０ １３：００～１７：００

開講式 教育法規Ⅰ 研修講師となるため

1３：３０～1４：４５ の知識・技術
新しい時代の教育 伊勢呂　裕史

１４：４５～１５：１５
写真撮影
写真撮影

１５：３０～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００

特別講義 班別協議 実践研究 実践研究

安田　泰敏

第２週 11月24日(月) 11月25日(火) 11月26日(水) 11月27日(木) 11月28日(金) 11月29日(土) 11月30日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備

９：１５～１５：３０ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５ ９：１５～１１：４５
学校組織マネジメントⅠ 特別支援教育 道徳教育Ⅰ 道徳教育Ⅱ

（小中　柴原　弘志）

花輪　敏男 （高　藤永 芳純） 押谷　由夫

諸富　祥彦 １３：００～１５：３０ １３：００～１５：３０
学校組織マネジメントⅡ 生徒指導Ⅰ

（コーチング） （小中　大坪　治彦）

（高　栁生　和男）
佐藤　敬子

１５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００
実践研究 実践研究 実践研究 実践研究

第３週 12月1日(月) 12月2日(火) 12月3日(水) 12月4日(木) 12月5日(金) 12月6日(土) 12月7日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～１７：００

オリエンテーション 演習準備 演習準備 演習準備

９：１５～１１：４５ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１５：３０ ９：１５～１１：４５ リスクマネジメントⅡ

国際理解教育 生徒指導Ⅱ 特色あるカリキュラム編成 学校組織マネジメントⅣ （危機の未然防止方策）

(学校評価）

音楽座 阪根　健二

１５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００ １５：４５～１７：００

教育と芸術 班別協議 実践研究

家田・金井

第４週 12月8日(月) 12月9日(火) 12月10日(水) 12月11日(木) 12月12日(金) 12月13日(土) 12月14日(日)

８：３０～９：００ ８：３０～９：００ ８：３０～９：３０ ８：３０～９：３０ ８：３０～９：００

オリエンテーション 演習準備 班別協議 班別協議 班別協議

９：１５～１７：００ ９：１５～１１：４５ ９：４５～１７：００ ９：４５～１７：００ ９：１５～１０：４５
学校組織マネジメントⅤ 学校組織マネジメントⅥ 学校運営演習 学校運営演習 リーダーとなるために

（戦略づくり） （ミドルリーダーの役割） 浦野光人

文部科学省 文部科学省 １１：００～１１：２０

加藤　崇英 藤川　章 閉講式

１３：００～１７：００

学校運営演習

文部科学省

平成２６年度教職員等中央研修    第４回中堅教員研修

（教職員のメンタル
ヘルスマネジメント）
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※ 受講者数 参加率

※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的

　学校の運営に当たっては、教職員がそれぞれの役割に応じて経営に参画し、学校が組織として機能する
ことが求められている。
　本研修では、マネジメントの基礎・基本を身に付け、的確な現状把握に基づいた戦略を構築し、学校の
資源を活用することができる学校組織マネジメントを推進する指導者を養成することを目的とする。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 学校組織マネジメント指導者養成研修（第２回）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第二グループ

受 講 対 象

　都道府県・指定都市・中核市教育委員会及び教育センター等で学校組織マネジメントの普及・充実・研
修企画を担当している者並びにそれに準ずる者
　幼稚園の園長、副園長並びに小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の校長、副校
長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭、養護教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の
講師等としての活動を行う予定である者

開 催 期 日 平成26年10月27日（月）～平成26年10月31日（金） 5日間

118 人 参加率 ※

開 催 場 所 独立行政法人　教員研修センター（茨城県つくば市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

未 回 収

540 人、 557 人、 103.1%

第1回～第2回
受講定員

220 人、 251 人、 114.1%

全体受講定員
（全体計画人数）

・初日の民間人講師による講義の時間を短縮し、オリエンテーションや、受講者の協議の時間に充てる。

合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

114 96.6 4 3.4
0

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

0.0 0 0.0 0 0.0 118
118 100.0

・今後に生かせる、とても良い研修でした。
・学校組織マネジメントの具体的な方策について学ぶことができ、業務に生かす見通しをもった。
・体系的に理解することができ、今まで苦慮していた原因と解釈の手立てが見えた。是非、同じ悩みをもつ方たちに伝え
ていきたいと思う。
・学校の核となる部分について、様々な切り口で学ぶことができた。
・教育改革の最新動向は有益でした。自分自身のポジションと今後何をなすべきかを理解することができました。同様の
講義を続けてほしいと思います。
・メンタルヘルスマネジメントについては、具体的な事例から対応の方法について学べるものにしていただきたい。
・演習の時間をもっと増やしていただけるといいかと思う。

0.0 0

・研修第２日目「学校経営の基本」で、過去の受講者による実践発表の時間を増やし、受講者が指導者として活動する実
態をつかみやすくする。
・研修第５日目「研修企画書の検討」を新設し、指導計画案の発表・指導講評の充実を図る。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

次ページのとおり
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

1 0.5 0 0.0 3
150

・上記のとおり、今年度、研修内容を高校と同じ内容に引き上げたところだが（例年、分科会発表で終わっていたとこ
ろ、高校学校・特別支援学校対象研修と同様全体発表まで実施）、演習における協議時間が足りないという意見が多数
あったため、演習時間の確保を検討する。

・受講生の更なるレベルアップを図るため、各コマ後の振り返りシートの作成、発表時の評価シートの作成、個人での学
校改善シートの作成など、新たな課題を複数課した。
・受講生の更なるレベルアップを図るため、研修内容を高校学校・特別支援学校対象研修と同じ内容に引き上げた（例
年、分科会発表で終わっていたところ、全体発表まで実施する）。
・運営で入っていただく事務職員協会にお願いし、全分科会に指導助言者を配置していただいた（例年数人足りなかった
ところ）。

人数
(人)

・学校組織マネジメントの仕組み全体を学ぶことができ、大変有意義な研修だった。制度や社会の変化に伴う「学校の生
き残り」のための手法が学校組織マネジメントであり、コミュニケーションや評価（ＰＤＣＡ）方法、分析（ＳＷＯＴ）
方法、ロードマップ（ビジョン・ミッション）など、基礎から実践までの演習を受けられたことがよかったと感じた。
・前の講議が後の講議・演習に効き、段々理解していける系統だったカリキュラムが大変良かった。ひとつひとつの講議
も素晴らしくとても有意義な５日間だった。
・最新の教育情報伝達から始まり、学校組織マネジメントの定義及び手法、そして課題演習と、系統的で実効生の高い研
修だった。まずは共同実施の導入及び本校事務部の年間経営計画を提案していきたい。
・受講前は主に事務組織の中での活用を意識していたが、“学校”をより意識することができ、“学校組織マネジメン
ト”について校内でもっと活用していきたいと思った。
・研修内容が充実していて自分が変われるきっかけをいただいた。県外の方との交流もでき、仲間ができた。今回学び、
受けた刺激を継続できるよう、地域や学校で活かせるよう、今の気持ちを大切にしたい。

183

受 講 人 数 人

1.6

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成２７年２月２３日（月）～平成２７年２月２７日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的

　学校の運営に当たっては、校長の示す学校経営の方針のもと、教職員がそれぞれの役割に応じて経営に
参画し、校務を機能的・効果的に行うなど、学校が組織として機能することが求められている。
  本研修では、各地域において、学校組織マネジメントを推進するための研修の企画・実施ができる中核
となる指導者を養成することを目的とする。

教育課題研修課　教育課題第二グループ

学校組織マネジメント指導者養成研修（第4回）

　小学校及び中学校の事務長及びそれに準じる者であって、各地域において本研修の内容を踏まえた研修
の講師等として、活動を行う予定である者。

５日間

開 催 場 所 独立行政法人教員研修センター（茨城県つくば市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

540 人、

114.4%160 183 人

0 0.0

557 人、 103.1%全体受講定員
（全体計画人数）

82.0 29 15.8

179 97.8

31























※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

820 人、 93.2%

・演習１について、事前課題（様式の作成）を課す方法を改め、演習の中で様式を作成することとした。
・「私たちの道徳」の活用や中教審の審議状況など周知する内容が多いため、行政説明時間を拡充した。
・演習２について、指導助言者が模擬授業を行う（受講生は聴講）方法から、受講生が指導案を作成する方法に改めた。
・演習３（研修計画の作成）について、時間を拡充した。

・「私たちの道徳」のさらなる活用を目指し、「私たちの道徳活用のための指導資料（小・中）」を何らかの方法で配布
する。
・演習時間を拡充する。

人数
(人)

・道徳の教科化を巡る動向から、指導案検討、研修プラン作成まで、たくさんの重要な内容がもり込まれた研修だった。
特に講師の先生方がみなさん人間として魅力的で、お話もすばらしく、学びのあるものだった。学校に戻ってどれだけ還
元できるかわからないが、努力したいと思う。
・道徳の補充、深化、統合について、また私たちの道徳の活用の視点について、実践事例を協議し改善できたことは、校
内研修会でもぜひ生かしたい。
・「道徳の時間」を充実させることを目的として参加したのだが、「道徳の時間」は道徳の要としてもちろん最重要であ
るが、各教科、特活、日常の生徒指導など全教育活動で指導していくことを再認識できた。他県の様子や様々な情報交換
の場もあり、よい刺激となった。
・３日間にわたり、道徳教育の意義や進め方について集中して学ぶことができ、充実した研修であった。これまで道徳は
難しいと感じていたが、道徳の楽しさや深さを感じることができた。特に指導案検討では、１つの資料でこれだけ多様な
考え方があるのかと、深く考えさせられた。
・今まで受けてきた研修のふり返りができた。また、新しい知識を得ることができたり、知識の整理をすることができ
た。指導主事経由で聞いている話を直接担当者から聞けたことが良かった。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

960 0.0 0 0.0 2 0 0.0
78

受 講 人 数 人

2.1

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年10月22日（水）～平成26年10月24日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的

　道徳教育を担当する指導主事等に対し、発達の段階に応じた指導内容の重点化や道徳教育推進教師を中
心とした指導体制と道徳教育の展開、魅力的な教材の活用等道徳の時間の指導の充実、体験活動や実践活
動の推進等について、必要な知識等を修得させ、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等とし
ての活動や各学校への指導・助言等が、受講者により行われることを目的とする。

教育課題研修課　教育課題第二グループ

道徳教育指導者養成研修（東海・北陸ブロック）

・教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにそれに準じる者
・小学校、中学校、高等学校、中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導
教諭及び教諭であって、各地域で本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う予定である者

３日間

開 催 場 所 金沢勤労者プラザ

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

880 人、

※※ 96 人

全体受講定員
（全体計画人数）

81.3 16 16.7

94 97.9

42

















※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的

　各教科等における効果的な指導方法の開発、校務の効率化や学校経営の改善等を進めるため、地域や学
校の実態に即して学校教育の情報化を推進することが重要である。
　このため、ＩＣＴを活用したわかる授業を展開するための手だて、特色ある教育課程の編成や学校課題
解決のためのICT活用戦略づくり等、教育活動の質の改善を円滑に行うために必要となる知識等を修得さ
せ、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動や各学校への指導・助言等が、受講
者により行われることを目的とする。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 学校教育の情報化指導者養成研修（第1回）

担 当 課
グ ル ー プ

教育課題研修課　教育課題第一グループ

受 講 対 象

・都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにそれに準じ
る者であって、各地域において本研修内容を踏まえた管理職等への説明や学校の指導助言等の指導者とし
ての活動を行う者
・小学校、中学校、高等学校、中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導
教諭及び教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師及び学校教育の情報化推進の指
導者としての活動を行う者

開 催 期 日 平成26年10月28日（火）～平成26年10月31日（金） 4日間

63 人 参加率 ※

開 催 場 所 独立行政法人　教員研修センター（茨城県つくば市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

110 人、 132 人、 120.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

全体受講定員
（全体計画人数）

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

51 81.0 12 19.0
0 0.0 0.0 63

63 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・「学校における情報モラル教育と地域・家庭との連携」において、情報セキュリティに関する教育が含まれることを明
示した。

・３日目「情報教育による情報活用能力育成のための指導」、４日目「研修講師となるために」が時間が足りないため、
隔日の開始時間を３０分早め、講義時間を３０分増やす。

・情報化とはＩＣＴの活用及びその指導と思っていた段階だったが、本研修を通してその意義・必要性・効果、そして具
体的な取り組み方を学ぶことができた。特にワークショップでの情報交換や指導法を考えた場面では、もどってすぐ活用
できるものが多く有意義だった。
・各内容について、講師の先生や実践されてきた先生の話がとても参考になった。教育の情報化について、具体的に学ぶ
ことができた。何よりよかったと思うのは、情報交換会や座席などの配慮だ。全国各地の先生とお話する機会が普段ない
ので“仲間”ができたのが一番の収穫になった。
・これまで手さぐりで情報教育を行ってきた。本県他の先生も同じかと思う。伝える側としての指針を示していただき、
帰県後、他の先生へのアドバイスにつながる大変有意義な研修であった。

・視聴覚センターとして、教育向けの研修講座の内容について検討中のところ、この研修会に参加し、たくさんの研修を
開催しなくてはという思いになった。１つ１つの講座の内容がとてもわかりやすく、ある程度の緊張感と目的意議をもっ
て望むことができた。この研修から私達が研修会を開催するにあたって、体験的・実践的な研修グループにより互いにそ
の質を高めていける研修の実践ができるよう努力していきたいと思った。

次ページのとおり
50
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

次ページのとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・「学校における情報モラル教育と地域・家庭との連携」において、情報セキュリティに関する教育が含まれることを明
示した。

・３日目「情報教育による情報活用能力育成のための指導」、４日目「研修講師となるために」が時間が足りないため、
各日の開始時間を３０分早め、講義時間を３０分増やす。

・講義とその現場で活躍されている方の事例発表が適切に盛り込まれており、各コマとも興味深く説明に聞き入ることが
できた。また、校種等を考慮した演習についても、「情報活用能力をどう身につけさせるか」という点で大変参考になっ
た。タイムリーな実例及び講師の先生のアドバイスを数多く吸収することができた。本研修で学んだことを地元に持ち帰
り、普及、研修に努めたいと考えた。
・学校教育の情報化について、最新の情報や研修の内容・成果等を知ることができた。演習を通して、学校教育の情報化
に関する知識に加えて、それらの活用や、研修講師としての生かし方などを学ぶことができ、有意義であった。
・多くの情報をいただけただけでなく、他の参加者の方々との交流、アクティブな活動が折り交ぜられ、大変楽しく勉強
になった。帰ってから早速試してみたい実践も多く私自身のイメージもふくらんだ。
・タブレットを一人一台やワークショップ型など、参考型の講義が多く、自主的に学ぶ姿勢づくりや、他地区の方とのコ
ミュニケーションがとれるようになった。自分の研修にも生かしていきたい。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

61 88.4 8 11.6
0 0.0 0.0 69

69 100.0

全体受講定員
（全体計画人数）

110 人、 132 人、 120.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

69 人 参加率 ※

開 催 場 所 独立行政法人　教員研修センター（茨城県つくば市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

受 講 対 象

・都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにそれに準じ
る者であって、各地域において本研修内容を踏まえた管理職等への説明や学校の指導助言等の指導者とし
ての活動を行う者
・小学校、中学校、高等学校、中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導
教諭及び教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師及び学校教育の情報化推進の指
導者としての活動を行う者

開 催 期 日 平成27年1月26日（月）～平成27年1月29日（木） 4日間

研 修 目 的

　各教科等における効果的な指導方法の開発、校務の効率化や学校経営の改善等を進めるため、地域や学
校の実態に即して学校教育の情報化を推進することが重要である。
　このため、ＩＣＴを活用したわかる授業を展開するための手だて、特色ある教育課程の編成や学校課題
解決のためのICT活用戦略づくり等、教育活動の質の改善を円滑に行うために必要となる知識等を修得さ
せ、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動や各学校への指導・助言等が、受講
者により行われることを目的とする。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 学校教育の情報化指導者養成研修（第2回）

担 当 課
グ ル ー プ

教育課題研修課　教育課題第一グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

93.8 3 4.6

64 98.5

独立行政法人教員研修センター（茨城県つくば市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

110 人、

※※ 65 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成２６年１１月４日（火）～平成２６年１１月７日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的

　日本語指導が必要な児童生徒等の増加等を踏まえ、これらの児童生徒に対し適応指導・日本語指導を行
うとともに、関係機関と連携し、受入れ体制を整備するなど、学校全体できめ細かな対応を図ることが重
要である。
　本研修では、学校全体での外国人児童生徒の受入れ体制の整備、関係機関との連携、日本語指導の方法
等について、必要な知識等を習得させ、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動
や各学校への指導・助言等が受講者により行われることを目的とする。

教育課題研修課　教育課題第二グループ

外国人児童生徒等に対する日本語指導指導者養成研修【日本語指導者用コース】

①都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事及び教育センターの外国人児童生徒等教育担当者並
びにこれらに準じる者。
②外国人児童生徒等に対する日本語指導等について経験を有する小学校、中学校、高等学校、中等教育学
校並びに特別支援学校等の主幹教諭、指導教諭及び教諭等であって、各地域・学校において本研修の成果
を活用し、外国人児童生徒等の教育の中心的な役割を担うことができる者。

４日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

・本研修で、最先端の研究をされている教授の先生方や、実践発表をされた先生方の講義・発表が、集中して聴けたこと
は大変有意義でした。全国の先生方との交流を通して、日頃現場で苦労している点や工夫している点なども共有できまし
た。そして何より、４日間の研修カリキュラムが効果的に組まれており、自分の中で整理しながら研修を深められまし
た。大変ありがとうございました。
・日ごろ、疑問に感じている点や自分自身の課題について、悩んでいることがすっきりした感じがした。ＤＬＡの体験、
班別演習、学習指導の模擬授業は、貴重な体験となった。
・理論、演習、付せん紙による意見交流…と、外国人児童生徒教育の重要性を学び、実践に役立つ研修であった。測定演
習はもう少し時間をかけて体験できるとより現場で自信をもって取り組めると感じた。大変有意義な研修をありがとうご
ざいました。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

650 0.0 0 0.0 0 1 1.5
61

109 人、 99.1%

・「中期・後期指導プログラム」を新設し、日常会話はできるが「読む力・書く力」の苦手な児童生徒等を対象とした指
導のニーズに応えられるようにした。
・経験年数等を考慮したきめ細かな班編成で、より有意義に学べるようにした。
・DLAの演習の時間を190分→285分とし、「話す」は全員、「読む・書く・聴く」は希望制にして演習できるようにした。
・多様性に対応できるよう、全体をイメージしながら１時間分の指導計画をたて、模擬授業を行った。

・模擬授業のフィードバックは自分自身の状況とコメントがつながり大変効果があったので、H27年度も続ける。
・事例発表に「特別の教育課程」について取り組んでいる学校を紹介する。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

次ページのとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・「研修講師となるために」の講師に初日から、研修に参加して頂いて、講義を行った。
・2日目の演習課題について、内容の見直しを行った。

・開講式後に、文部科学省児童生徒課より、「行政説明」（「講義」へ変更）を行い、その後、「講義・課題協議・演
習」を行う。【順番を入れ替える】
・3日目の演習で、午後にエンカウンターを新たに９０分間設定し、３日目の終了時間を１５：１５とする。

・人権教育について、たくさんの情報交換をする中で、推進上の課題や改善の方策を学ぶことができた。また改めて学校
教育の現場は人権教育の指導の場であると同時に実践の場であると実感した。その指導・実践の成果は教師の力量に負う
ことから、教師のより高い人権意識を涵養すると共に、指導力を高める研修等を実施していきたい。
・今回の研修で人権教育の意味 （良さ、すてきさ）を講師の先生方から教えていただいたように思った。また協議をすす
めていく中で、いろいろな話、意見を知ると同時に、自分の考えを整理する機会をいただいたように思う。何ができるか
…まず何か始めることが大切なのかなと感じた。
・世界的な人権教育の流れから、今現在の社会の様子等、分かりやすく説明して頂き、大変勉強になった。また、アク
ティビティ等、なかなかやる機会がないのだが、自分がやってみると、難しさを感じる部分もあった。
・基礎学習の講義がとても充実した内容で、とても分かりやすく、伝えやすいもので今後の指導的立場として役立つと実
感できている。また、演習においては、それぞれの課題が解決できるような実用的で有用感のあるものでした。悩みや疑
問を相談しやすい雰囲気が何より、研修の環境としてソフト面が素晴しかった。内容が充実していたので、心から主体的
に参加、活動できた。
　

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

111 82.8 23 17.2
0 0.0 0.0 134

134 100.0

全体受講定員
（全体計画人

数）
0 人、 0 人、 0.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

134 人 参加率 121.8%

開 催 場 所 独立行政法人　教員研修センター（茨城県つくば市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

110 人 受講者数

受 講 対 象

  都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事又は教育センターの研修担当主事、並びにそれに準
じる者（人権教育担当者を含む）
  幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校並びに特別支援学校の校(園)長、副校(園)長、教
頭、主幹教諭、指導教諭及び教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての
活動を行う予定である者（人権教育の指導的立場を担う者）

開 催 期 日 平成26年7月9日（水）～平成26年7月11日（金） 3日間

研 修 目 的

　人権教育に関する国内外の動向や人権教育に関する効果的な指導方法等について、研究協議及び演習等
を行うことにより児童生徒に人権を尊重する態度を育成するための必要な知識等を習得させ、各地域にお
いて、本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動や各学校への指導・助言等が受講者により行われ
ることを目的とする。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 人権教育指導者養成研修

担 当 課
グ ル ー プ

教育課題研修課　教育課題第一グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

89.5 8 10.5

76 100.0

栄ガスビル（愛知県名古屋市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

600 人、

※※ 76 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年　5月28日（水）～平成26年　5月30日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
いじめの問題は隠さずに、適切な実態把握や対応がなされる必要がある。このため、いじめの問題と正対
し、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応を図るために必要な知識と技術やマネジメント力を習得さ
せ、問題の解決に向けた判断力と行動力を発揮する指導者を養成する。

基幹研修課　基幹研修第二グループ

いじめの問題に関する指導者養成研修【東海・北陸ブロック】

教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにそれに準じる者
小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指導
教諭及び教諭であって、各地域で本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う予定である者

3日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

・これまでの学校、教員の取組と新たに施行されたいじめ防止対策推進法との関係、これから私たちがすべきことを整理
し、理解することができた。
・「つかむ」「深める」「生かす」というプロセスで、非常に研修を受けやすかった。今までの何倍もの知識・技能等を
身につけることができたように思う。今までバラバラに頭の中にあった内容が再構築されて、論理的に整理された内容に
なった。
・意識を高める、組織で対応する（協働）、初期対応を間違えない、一刻も早く職場で還元したいと思う自分がいます。
職員室を変えたい、と思える３日間でした。
・この研修へ参加して、どのように普及・活用していくのか、責任を感じました。
・他県・他校種の方々との協議を通じて、自分の考えを確認することができた。協議の手法も大変勉強になった。
・法制化の意義など、これまで自分にはなかった視点で現状を捉え直すことができた。また、推進法・基本方針について
重点化させながら再認識することができ、今後の指導・助言に活かせるものが多く、大変参考になった。
・ブロックで開催することで、他県の方と交流し、意見交換ができたことは有意義であったと思います。
・協議の時間をもう少し取ることができれば良かったと思う。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

760 0.0 0 0.0 0 0 0.0
68

555 人、 92.5%

・受講者が研修の目的等を明確に把握し、本研修に臨むことができるように、開講式前にオリエンテーションを実施し、
研修初日の午前に文部科学省からの行政説明を行った。
・研修第３日目「いじめの問題に取り組むリーダーとして～指導者としてのマネジメント～」では、小・中・高等学校に
おける指導者としてのマネジメントについて講義・演習を行った。

・いじめ防止対策推進法の適切な把握と実践のため、研修第1日目「いじめの問題に関する現状と取組」を90分→100分、
「いじめの問題に取り組むための効果的な考え方と実践(2)」を180分→210分に拡充する。
・研修成果の活用推進のため、研修第3日目「いじめの問題に取り組む指導者として～研修成果の活用に向けて～」を新設
し、班別協議を行う。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

72.8 21 25.9

80 98.8

新梅田研修センター（大阪府大阪市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

600 人、

※※ 81 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年　5月26日（月）～平成26年　5月28日（水）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
　いじめの問題は隠さずに、適切な実態把握や対応がなされる必要がある。このため、いじめの問題と正
対し、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応を図るために必要な知識と技術やマネジメント力を習得
させ、問題の解決に向けた判断力と行動力を発揮する指導者を養成する。

基幹研修課　基幹研修第二グループ

いじめの問題に関する指導者養成研修【近畿ブロック】

　教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにそれに準じる者
　小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指
導教諭及び教諭であって、各地域で本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う予定である者

3日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

・いじめの問題を考える時、自分の体験を元に話を進めてしまうことが多かったが、今回の研修で、様々な立場の方との
交流や、学術的な知識に触れることができ、随分「いじめ」について捉え方が深まったように感じる。今後、様々な場面
で今回得たことを伝えていかなくては、と感じている。
・研修の日程（講義の配列等）が非常によく考えられており、理解が深まりました。また、近畿地方の先生方と共に喫緊
の課題であるいじめ問題について学び合うことができ、感謝いたします。
・学校基本方針の策定といじめ防止のための体制づくりや取組が求められている中で学校の取り組むべきことや目指すべ
き方向について分かりやすく示していただきました。
・様々な視点から勉強することができ、いじめだけでなく生徒指導においても役立てられると感じた。やはり教員は生徒
の見本であり、何事においても”行動を起こす”ことが第一であると感じた。
・いじめをしない人間づくり、いじめが起こらない学校づくり、雰囲気づくりに関する内容がもっとあってもよかった。
荒んだ心、環境の改善がいじめの予防につながると私は考えている。
・伝達講習をこれからどうしていくか、ということを考えた場合、今回のように理論・実践両面のことを教えていただい
たのは、大変良かったです。
・もう少しロールプレイ等、実践的な手法を用いた研修であれば、学校等に持ち帰り、すぐにでも生かせられると思いま
す。３日間で得た知識は自分のものだけにするのではなく、他に広めたいと思います。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

811 1.2 0 0.0 0 0 0.0
59

555 人、 92.5%

・受講者が研修の目的等を明確に把握し、本研修に臨むことができるように、開講式前にオリエンテーションを実施し、
研修初日の午前に文部科学省からの行政説明を行った。
・研修第３日目「いじめの問題に取り組むリーダーとして～指導者としてのマネジメント～」では、小・中・高等学校に
おける指導者としてのマネジメントについて講義・演習を行った。

・いじめ防止対策推進法の適切な把握と実践のため、研修第1日目「いじめの問題に関する現状と取組」を90分→100分、
「いじめの問題に取り組むための効果的な考え方と実践(2)」を180分→210分に拡充する。
・研修成果の活用推進のため、研修第3日目「いじめの問題に取り組む指導者として～研修成果の活用に向けて～」を新設
し、班別協議を行う。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

555 人、 92.5%

・受講者が研修の目的等を明確に把握し、本研修に臨むことができるように、開講式前にオリエンテーションを実施し、
研修初日の午前に文部科学省からの行政説明を行った。
・研修第３日目「いじめの問題に取り組むリーダーとして～指導者としてのマネジメント～」では、小・中・高等学校に
おける指導者としてのマネジメントについて講義・演習を行った。

・いじめ防止対策推進法の適切な把握と実践のため、研修第1日目「いじめの問題に関する現状と取組」を90分→100分、
「いじめの問題に取り組むための効果的な考え方と実践(2)」を180分→210分に拡充する。
・研修成果の活用推進のため、研修第3日目「いじめの問題に取り組む指導者として～研修成果の活用に向けて～」を新設
し、班別協議を行う。

人数
(人)

・「いじめ」をどうするということではなくて、様々な見地から、「子どもをどのように見つめるか」と、その目で見、
「子どもの声をどう聴きとるか」とその耳で感度を研ぎすますことの重要性を確認できました。「いじめ」を通じて「子
ども」をどう見つめるかという問題の立て方が良かったと思います。
・それぞれの立場で、講演をしていただき、ありがたかった。資料も具体的で大変参考になった。参加者も行政、小、
中、高と、様々で、異校種間の連携を進めるうえで参考になった。
・普段聞くことのできない講師の先生方や、他県の先生方の話を伺うことができて大変有意義でした。
・みんなで1つのことを話し合う活動をしたのがよかった。職員間でも、学級または学校の子どもたちにも同じことができ
れば大きな効果が期待できると思ったから、会に参加した意義がありました。
・現在の学校とてらしあわせて研修に臨むことで、新たな課題を発見することができた。新しい実践内容、手段、方法を
身につけることに大変意味があったと思います。
・トータルとしてのプログラムや展開はよかったです。時間的制約がありますが、演習や指導実践がもう少しあるとよ
かったです。
・一度に多くのことをインプットしたので、自身の中でやや消化不良になっている。「生かす」ためにも、より具体的な
場面を想定したアウトプットの場面がもっと欲しかった。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

1090 0.0 0 0.0 0 0 0.0
89

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年　6月　2日（月）～平成26年　6月　4日（水）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
　いじめの問題は隠さずに、適切な実態把握や対応がなされる必要がある。このため、いじめの問題と正
対し、いじめの未然防止及び早期発見・早期対応を図るために必要な知識と技術やマネジメント力を習得
させ、問題の解決に向けた判断力と行動力を発揮する指導者を養成する。

基幹研修課　基幹研修第二グループ

いじめの問題に関する指導者養成研修【中国・四国ブロック】

　教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにそれに準じる者
　小学校、中学校、高等学校及び中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教諭、指
導教諭及び教諭であって、各地域で本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う予定である者

3日間

開 催 場 所 岡山国際交流センター（岡山県岡山市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

600 人、

※※ 109 人

全体受講定員
（全体計画人数）

81.7 20 18.3

109 100.0
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体
会

／
部

会
・
コ

ー
ス

）

・
学

校
の

教
育

活
動

を
通

じ
て

行
う

体
力

向
上

、
体

育
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

の
立

案
及

び
実

践
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

研
究

協
議

を
行

う
。

子
供

の
体

力
向

上
を

図
る

た
め

の
指

導
者

の
役

割

平
成

２
６

年
度

子
供

の
体

力
向

上
指

導
者

養
成

研
修

 日
程

1
0
:0

0
1
0
:3

0
1
1
:0

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
7
:0

0

第 １ 日 目

受 付

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

開 講 式

講
義

１
（
全

体
会

）

昼 食

9
:0

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
7
:0

0

第 ２ 日 目

講
義

・
演

習
２

（
部

会
・
コ

ー
ス

）

昼 食

講
義

・
演

習
３

－
１

（
部

会
・
コ

ー
ス

）

・
運

動
の

習
慣

化
に

向
け

た
体

力
向

上
の

取
組

の
分

析
及

び
事

前
課

題
に

関
す

る
研

究
協

議
を

行
う

。

第 ３ 日 目

講
義

・
演

習
３

－
２

（
部

会
・
コ

ー
ス

）

昼 食

講
義

・
演

習
３

－
３

（
部

会
・
コ

ー
ス

）
講

義
・
演

習
４

（
部

会
・
コ

ー
ス

）

指
導

と
評

価
の

一
体

化
に

向
け

た
学

習
指

導
の

在
り

方
各

部
会

・
コ

ー
ス

の
重

点
テ

ー
マ

に
つ

い
て

の
講

義
・
演

習

9
:0

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
5
:0

0
1
7
:0

0

9
:0

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
4
:3

0
1
5
:0

0

第 ４ 日 目

講
義

・
演

習
５

（
全

体
会

／
グ

ル
ー

プ
）

昼 食

講
義

・
演

習
６

（
部

会
・
コ

ー
ス

）
講

義
２

（
全

体
会

）

① ② ③ ④

幼
児

が
楽

し
く

体
を

動
か

す
こ

と
を

と
お

し
て

基
礎

的
な

動
き

づ
く

り
を

図
る

部
会

様
々

な
動

き
づ

く
り

や
運

動
の

計
画

の
立

て
方

を
と

お
し

て
体

力
の

向
上

を
図

る
部

会
段

階
的

な
指

導
を

と
お

し
て

運
動

の
楽

し
さ

を
味

わ
わ

せ
る

部
会

 【
コ

ー
ス

１
】
走

・
跳

の
動

き
の

質
を

高
め

る
コ

ー
ス

 【
コ

ー
ス

２
】
リ

ズ
ム

に
合

わ
せ

た
動

き
を

つ
く

る
コ

ー
ス

技
能

の
程

度
に

応
じ

て
、

攻
防

の
楽

し
さ

を
味

わ
わ

せ
る

部
会

 【
コ

ー
ス

１
】
ボ

ー
ル

や
用

具
の

操
作

の
動

き
の

質
を

高
め

る
コ

ー
ス

 【
コ

ー
ス

２
】
伝

統
的

な
運

動
を

と
お

し
て

動
き

の
質

を
高

め
る

コ
ー

ス

研
修

講
師

と
な

る
た

め
に

各
部

会
・
コ

ー
ス

の
重

点
テ

ー
マ

に
お

け
る

解
決

方
策

等
の

整
理

・
ま

と
め

・
運

動
部

活
動

で
の

指
導

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
た

科
学

的
な

指
導

内
容

や
方

法
に

つ
い

て
基

本
的

な
考

え
方

や
留

意
点

を
学

び
、

適
切

か
つ

効
果

的
な

運
動

部
活

動
の

推
進

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
。

閉 講 式
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別紙１

講義１（55分） 講義２（55分） 講義３（55分） 講義４（55分） 講義・演習１（105分）

講義・演習２－１（180分） 講義・演習２－２（240分）

Ⅰ 真岡市立亀山小学校　教頭　青山直己
Ⅱ 浜松市立花川小学校　教頭　稲川秀子
Ⅲ 佐川町立斗賀野小学校　教頭　中野靖子
Ⅳ 愛媛県教育委員会　指導主事　西尾しき

講義・演習２－３（180分） 講義・演習２－４（100分） 講義・演習３（125分）

跡見学園女子大学　教授　松嵜くみ子
奈半利町立奈半利中学校　教頭　大城由美
ＦＲ教育臨床研究所　所長　花輪敏男

講義・演習４（180分） 講義・演習５（120分）

9:00 12:00 13:00

平成２６年度健康教育指導者養成研修 健康コース 日程　（第１回）

平成２６年９月１６日（火）～１９日（金）　　　独立行政法人教員研修センター（茨城県つくば市）

9:00 9:30 10:00 10:55 11:05 12:00 13:00 13:55 14:05 15:00 15:15 17:00

児童生徒のメンタルヘルスへの
理解と対応

◎目的：
学校における児童生徒のメンタルヘルスに関
する問題を理解し、その対応方法について学
ぶ

文部科学省
教科調査官
森良一

文部科学省
健康教育調査官
岩崎信子

茨城大学
准教授　上地勝

日本女子体育大学
教授　畑攻

日本女子体育大学　教授　畑攻
茨城県教育研修センター　指導主事　豊田敬慈

日本女子体育大学　教授　畑攻
茨城県教育研修センター　指導主事　豊田敬慈

名古屋学芸大学　教授　釆女智津江

17:00

◎目的： 心身の健康問題に関する個別の課題に対応した指導の在り
方について学ぶ

京都大学　教授　十一元三

茨城県教育研修センター

指導主事　豊田敬慈

第
１
日
目

受
付

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

開
講
式

休
憩

昼
食
・
休
憩

休
憩

◎目的：
健康教育の充実のた
め、現状と課題、意義・
目的を踏まえた研修の
ねらい並びに本研修の
全般的構成について
理解する

◎目的：
教職員による健康観察
の必要性、学校におけ
る子供の心のケアの基
本や健康相談のポイン
ト等、日常からの心の
ケアを進めていくため
の方策等を理解する

◎目的：
体育、保健体育を中心
に、特別活動、総合的
な学習の時間等と関連
を図った保健教育の進
め方について理解を深
める

◎目的：
学校保健を推進するた
めの効果的なマネジメ
ントについて理解を深
める

休
憩

健康教育の充実
の在り方及び研
修の進め方

学校における子
供の心のケア

保健教育の在り
方

学校保健マネジ
メント

8:30

13:00 14:40

第
２
日
目

受
付

部
会
別
演
習

②学校保健マネジメント ②学校保健マネジメント

◎目的： 学校全体の保健活動を推進するため、班別演習を通じて効
果的な組織マネジメントについて学ぶ

◎目的： 学校全体の保健活動を推進するため、班別演習を通じて効果的な組織マネジメントに
ついて学ぶ

感染症（エイ
ズを含む）

宇都宮大学　名誉教授　和唐正勝
栃木県教委那須教育事務所　指導主事　大江満仁

①保健教育の在り方

◎目的： 班別演習による指導案作成を通じて、発達段階に応じた適
切な保健教育について学ぶ

◎目的： 班別演習による指導案作成を通じて、発達段階に応じた適切な保健教育について学ぶ

生活習慣病
茨城大学　准教授　上地勝
雫石町立七ツ森小学校　副校長　多田敢

昼
食
・
休
憩

①保健教育の在り方

部
会
別
演
習

③児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応（個別
の保健指導）

閉
講
式

学校における性に関する指導の在り方 研修講師となるために

◎目的： 性に関する指導の現状・課題等について理解を深め、学校におけ
る指導の在り方を学ぶ

◎目的：

◎目的： 課題別演習の成果発表
を通して、保健教育につ
いて理解を深める ◎目的：

生活習慣病

③児童生徒のメンタルヘルスへの理
解と対応（健康観察の実際）

◎目的： 学校における事例検討の進め方や指導助言の在り方を学ぶ ◎目的： 教職員による健康観察の重要
性について学ぶ

②学校保健マネジメント ②学校保健マネジメント

◎目的： 学校全体の保健活動を推進するため、班別演習を通じて効
果的な組織マネジメントについて学ぶ

◎目的： 部会別演習における成
果発表を通して望ましい
組織体制についての理
解を深める

社会福祉法人恩師財団済生会支部
大阪府済生会中津病院
臨床教育部長兼感染管理室長
安井良則

茨城大学　上地勝
七ツ森小学校　多田敢

宇都宮大学　和唐正勝
栃木県教委　大江満仁

京都大学　准教授　木原雅子 文部科学省　健康教育調査官　岩崎信子

【 小 学 校 】
【 中 学 校 】
【高等学校】

川崎市立宿河原小学校
教頭　後藤美智子

本研修を振り返り、研修成果をまとめる
中で、研修講師となるための力を身に付
ける

第
４
日
目

受
付

昼
食
・
休
憩

第
３
日
目

受
付

昼
食
・
休
憩

移
動
・
休
憩

部
会
別
演
習

①保健教育の在り方

発
表

①保健教育の在り方
学校における感染症対策の在り方

◎目的： 班別演習による指導案作成を通じて、発達段階に応じた適
切な保健教育について学ぶ

感染症（エイ
ズを含む）

宇都宮大学　名誉教授　和唐正勝
栃木県教委那須教育事務所　指導主事　大江満仁

生活習慣病

感染症

生活習慣病

感染症（エイ
ズを含む）

宇都宮大学　名誉教授　和唐正勝
栃木県教育委員会那須教育事務所　指導主事　大江満仁

茨城大学　准教授　上地勝
雫石町立七ツ森小学校　副校長　多田敢

8:30 9:00 12:00 13:00 15:00 15:15

③児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応（事例
検討の進め方）

学校における感染症対策の在り方につい
て理解を深める

14:55 17:00

日本女子体育大学　教授　畑攻
茨城県教育研修センター　指導主事　豊田敬慈

日本女子体育大学　畑攻
茨城県教育研修センター　豊田敬慈

茨城大学　准教授　上地勝
雫石町立七ツ森小学校　副校長　多田敢

③児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応（健康相談の進め方）

◎目的： 演習を通して、学校における健康相談の進め方について学ぶ

8:30 9:00 12:00
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別紙２

講義１（55分） 講義２（55分） 講義３（55分） 講義４（55分） 講義・演習１（105分）

講義・演習２－１（180分） 講義・演習２－２（240分）

Ⅰ 真岡市立亀山小学校　教頭　青山直己
Ⅱ 浜松市立花川小学校　教頭　稲川秀子
Ⅲ 佐川町立斗賀野小学校　教頭　中野靖子
Ⅳ 愛媛県教育委員会　指導主事　西尾しき

講義・演習２－３（180分） 講義・演習２－４（100分） 講義・演習３（125分）

跡見学園女子大学　教授　松嵜くみ子
奈半利町立奈半利中学校　教頭　大城由美
ＦＲ教育臨床研究所　所長　花輪敏男

講義・演習４（180分） 講義・演習５（120分）

第
３
日
目

受
付

昼
食
・
休
憩

移
動
・
休
憩

部
会
別
演
習

①保健教育の在り方

発
表

心の健康
横浜国立大学　物部博文
鳴海高等学校　丸山洋生

喫煙・飲酒・
薬物乱用

筑波大学　野津有司
伊万里中学校　福井宏和

【高等学校】

◎目的：

筑波大学　教授　柳沢和雄
群馬県教育委員会　指導主事　山田知利

第
４
日
目

受
付

昼
食
・
休
憩

閉
講
式

児童虐待への対応 研修講師となるために

◎目的： 児童虐待への気付きのポイント、その後の対応、支援について事例
を通して学ぶ

◎目的： 本研修を振り返り、研修成果をまとめる
中で、研修講師となるための力を身に付
ける

子どもの虹情報研修センター
専門相談室長　小出 太美夫

8:30 9:00 12:00 13:00

部
会
別
演
習

14:55

②学校保健マネジメント ②学校保健マネジメント

◎目的： 学校全体の保健活動を推進するため、班別演習を通じて効
果的な組織マネジメントについて学ぶ

◎目的： 学校全体の保健活動を推進するため、班別演習を通じて効果的な組織マネジメントに
ついて学ぶ

①保健教育の在り方

◎目的： 班別演習による指導案作成を通じて、発達段階に応じた適
切な保健教育について学ぶ

◎目的： 班別演習による指導案作成を通じて、発達段階に応じた適切な保健教育について学ぶ

昼
食
・
休
憩

①保健教育の在り方

演習を通して、学校における健康相談の進め方について学ぶ
◎目的：

15:00 15:15

17:008:30 9:00

◎目的：
学校における児童生徒のメンタルヘルスに関
する問題を理解し、その対応方法について学
ぶ

8:30 9:00 12:00 13:00 17:00

休
憩

健康教育の充実
の在り方及び研
修の進め方

学校における子
供の心のケア

保健教育の在り
方

学校保健マネジ
メント

文部科学省
教科調査官
森良一

文部科学省
健康教育調査官
岩崎信子

京都大学　教授　十一元三横浜国立大学
准教授　物部博文

筑波大学
教授　柳沢和雄

群馬県教育委員会
指導主事　山田知利

児童生徒のメンタルヘルスへの
理解と対応

◎目的：
健康教育の充実のた
め、現状と課題、意義・
目的を踏まえた研修の
ねらい並びに本研修の
全般的構成について
理解する

◎目的：
教職員による健康観察
の必要性、学校におけ
る子供の心のケアの基
本や健康相談のポイン
ト等、日常からの心の
ケアを進めていくため
の方策等を理解する

第
２
日
目

受
付

◎目的：
体育、保健体育を中心
に、特別活動、総合的
な学習の時間等と関連
を図った保健教育の進
め方について理解を深
める

◎目的：
学校保健を推進するた
めの効果的なマネジメ
ントについて理解を深
める

第
１
日
目

平成２６年度健康教育指導者養成研修 健康コース 日程　（第２回）

平成２６年１２月１６日（火）～１９日（金）　　　独立行政法人教員研修センター（茨城県つくば市）

9:00 9:30 10:00 10:55 11:05 12:00 13:00 13:55 14:05 15:00 15:15 17:00

受
付

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

開
講
式

休
憩

昼
食
・
休
憩

休
憩

名古屋学芸大学　教授　釆女智津江

◎目的： 学校における感染症対策の在り方につい
て理解を深める

◎目的： 課題別演習の成果発表
を通して、保健教育につ
いて理解を深める

心の健康

喫煙・飲酒・
薬物乱用

【 小 学 校 】
【 中 学 校 】 川崎市立宿河原小学校

教頭　後藤美智子

12:00

心身の健康問題に関する個別の課題に対応した指導の在り
方について学ぶ

筑波大学　柳沢和雄
群馬県教育委員会　山田知利

◎目的： 班別演習による指導案作成を通じて、発達段階に応じた適
切な保健教育について学ぶ

横浜国立大学　准教授　物部博文
愛知県立鳴海高等学校　教頭　丸山洋生

筑波大学　教授　野津有司
伊万里市立伊万里中学校　教頭　福井宏和

筑波大学　教授　柳沢和雄
群馬県教育委員会　指導主事　山田知利

心の健康

喫煙・飲酒・
薬物乱用

横浜国立大学　准教授　物部博文
愛知県立鳴海高等学校　教頭　丸山洋生

筑波大学　教授　野津有司
伊万里市立伊万里中学校　教頭　福井宏和

筑波大学　教授　柳沢和雄
群馬県教育委員会　指導主事　山田知利

部
会
別
演
習

③児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応（個別
の保健指導）

③児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応（健康相談の進め方）

◎目的：

学校における感染症対策の在り方

大阪府済生会中津病院
臨床教育部長兼感染管理室長
安井良則

文部科学省　健康教育調査官　岩崎信子

13:00 14:40

心の健康
横浜国立大学　准教授　物部博文
愛知県立鳴海高等学校　教頭　丸山洋生

喫煙・飲酒・
薬物乱用

筑波大学　教授　野津有司
伊万里市立伊万里中学校　教頭　福井宏和

①保健教育の在り方

教職員による健康観察の重要
性について学ぶ

②学校保健マネジメント ②学校保健マネジメント

◎目的： 学校全体の保健活動を推進するため、班別演習を通じて効
果的な組織マネジメントについて学ぶ

◎目的： 部会別演習における成
果発表を通して望ましい
組織体制についての理
解を深める

③児童生徒のメンタルヘルスへの理解と対応（事例
検討の進め方）

③児童生徒のメンタルヘルスへの理
解と対応（健康観察の実際）

◎目的： 学校における事例検討の進め方や指導助言の在り方を学ぶ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

640 人、 88.9%

・推進コース（指導主事、教諭、学校栄養職員等対象）と専門コース（栄養教諭対象）を実施していたが、職種による
コース分けをせず、第１回・第２回として実施した。
・第１回を「標準的な内容（基礎コース）」、第２回を「発展的な内容（発展コース）」として実施した。

・第１回（基礎コース）にて、スーパー食育スクール指定校より教諭と栄養教諭の２人体制で事例発表を実施する。
・引き続き、学校全体で食育を推進する観点から、研修内容・方法の検討を行う。

人数
(人)

栄養教諭だけでなく、教育委員会や教諭の方と研修を受けることで、様々な考え方を知ることができ、大変有意義な時間
を過ごすことができた。
普段は、なかなかお話を聞くことのできない先生方のお話を聞けたことは、本当に良かった。研修を進めていくうちに、
他の人に伝えるためのポイントや要素がまとまってきて、今は、精一杯伝えなければという気持ちになっている。頑張っ
てみんなに紹介をしていきたいと思うし、所属校でも活用し、先生方にも伝えていこうと思う。
食育の基本的な考え方から、アレルギー、全体指導計画、特別活動・家庭科の指導案作成、すばらしい実践発表など、若
手の栄養教諭でもとても分かりやすい研修だった。また、他の職種の先生方と交流しながら学べたことは、とても有意義
だった。まずは自らが実行し、そして他の仲間にも伝達していきたい。
指導案を作成する過程で、様々な意見を出し合い、まとめて作り上げたことが非常に貴重な体験となった。栄養教諭、栄
養職員にとって、指導案を検討する機会が少なかったことに改めて気づかされた。
他の地域の方と交流することで、同じ課題を抱えていることがわかったり、解決方法を話し合ったりすることでめざす方
向性が確認できたのは大きな成果だった。今回学んだことを自分だけのものにとどめることなく、広めていく役割につい
ても強く自覚することができた。
今回の研修に教諭の先生も参加されていたが、管理職やもっと多くの教諭の先生に参加してもらえると、更に食育が進ん
でいくと思う。
実際に学校現場で食育担当として、栄養教諭と学校職員の間で頑張っている先生方の具体的な取り組みやご苦労、ご意見
等を聞く機会がもっとあったらさらに良かったと思う。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

900 0.0 0 0.0 0 0 0.0
84

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成２６年１０月７日（火）～１０月１０日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的

　食育の重要性に鑑み、学校において食育を推進するため、各都道府県等における食に関する指導体制の
整備、食に関する指導の充実に資するよう、各地域で校長、副校長、教諭、栄養教諭、学校栄養職員を対
象とした研修の企画立案・実施、指導助言等を行う食に関する指導の充実のための指導者の養成を目的と
した研修を行う。

教育課題研修課　教育課題第一グループ

健康教育指導者養成研修食育コース第１回（基礎コース）

①都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事、学校栄養職員等及び教育センターの研修担当主事
等であって、食に関する指導を担当する者
②小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の校長、副校長、教諭及び学校栄養職員等
であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う予定である者
③食に関する指導において専門知識を有する栄養教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研
修の講師等としての活動を行う予定である者
④その他、上記①～③に準ずる者

4日間

開 催 場 所 教員研修センター（茨城県つくば市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

720 人、

105.9%85 90 人

全体受講定員
（全体計画人数）

93.3 6 6.7

90 100.0
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

92.1 6 7.9

76 100.0

教員研修センター（茨城県つくば市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

720 人、

89.4%85 76 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成２６年１１月４日（火）～１１月７日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的

　食育の重要性に鑑み、学校において食育を推進するため、各都道府県等における食に関する指導体制の
整備、食に関する指導の充実に資するよう、各地域で校長、副校長、教諭、栄養教諭、学校栄養職員を対
象とした研修の企画立案・実施、指導助言等を行う食に関する指導の充実のための指導者の養成を目的と
した研修を行う。

教育課題研修課　教育課題第一グループ

健康教育指導者養成研修食育コース第２回（発展コース）

①都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事、学校栄養職員等及び教育センターの研修担当主事
等であって、食に関する指導を担当する者
②小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の校長、副校長、教諭及び学校栄養職員等
であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う予定である者
③食に関する指導において専門知識を有する栄養教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研
修の講師等としての活動を行う予定である者
④その他、上記①～③に準ずる者

4日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

色んな立場の先生方（栄養教諭だけでない）の参加もあり、食育を学校全体で取り組むように変える事が大切なのだとい
う事が理解できた。又、特別活動、総合的な学習の時間への栄養教諭の関わり方がとても分かりやすく、今後の食育に生
かす方法がよく分かった。
全体計画作成についての基本的な考え方や、焦点化を図る方法等、具体的な手法がわかり、これからの食育推進にとても
役に立った。研修会を企画する時は、是非とり入れたいと思った。（演習のすすめ方、運営の在り方等）
特に、全体計画の講義・演習２がよかった。今後、給食主任研修会等で早速活用させていただき、活用するための（でき
る）全体計画を作成し子供の食育をすすめ、子供を健康にしていきたいと思う。
指導に携さわる立場として、再確認できたこと、新たに教わったことが多々あり、今後の職務に十分活かせる研修となっ
た。
４日間という長いスパンで、しっかりと課題に取りくめたように思う。また、すばらしい講師陣で講義の内容はもとよ
り、人間性やその他いろいろなことを学ばせていただいた。
大まかに理解していたこと、例えば特活とはどういう授業であるかや、総合的な学習の時間のとらえ方などについての学
びができ、理解できていなかったところを修正できた。また課題であった全体計画の考え方やその取り組み方についてど
うあるべきか（おさえておく大切な部分がどこか）を知ることができ大変有意義だった。
日頃、何とか活用できるものにしたいと思っていた全体計画の修正のヒントを得ることができ、大変有意義だった。各部
会の先生方がそれぞれ興味深い話をしてくださいましたが、お一人ずつもう少し長くお話を伺いたいとも思った。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

760 0.0 0 0.0 0 0 0.0
70

640 人、 88.9%

・推進コース（指導主事、教諭、学校栄養職員等対象）と専門コース（栄養教諭対象）を実施していたが、職種による
コース分けをせず、第１回・第２回として実施した。
・第１回を「標準的な内容（基礎コース）」、第２回を「発展的な内容（発展コース）」として実施した。

・第２回（発展コース）では、受講者自身がそれぞれ発展的な実践事例を持っていると思われるので、班ごとにお互いの
好事例や課題を交換する時間を設ける。
・引き続き、学校全体で食育を推進する観点から、研修内容・方法の検討を行う。
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Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

次ページのとおり

651 人

B日程 844 人

第2次 36 人

－

－

受 講 人 数

定
員
（

計
画
人
数
）

1,500 人 受講者数
A日程

4月期 －

－

38 人

参加率

　アンケートの回収率の低さが問題になっていたが,受講者へのアナウンスを徹底したこと・「アンケート記入時間」
を設けたことにより、アンケートの未回収率がH25 35.5％→H26 15.0％と改善された。

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

　プレゼンテーション内容や運営面について、受講者の要望に対応できるよう、引き続き自治体国際化協会と文部科学
省との情報共有を積極的に行う必要がある。

割合
(％)

1569120 9.0 14 1.1 3 0.2 236 15.0
487 36.5 709 53.2

1196 89.7

人数
(人)

・生徒の意識・指導要領・外国語科改善の方針などいろいろ紹介していただいて本当に勉強になった。
・先輩ＡＬＴからＡＬＴが従事していることの意義を聞き、とても参考になった。
・授業のデモンストレーションと職場等で起こりうる状況についての実例が最も有用だった。
・仕事の環境の状況など（の情報が）、役に立つと思う。
・いくつかのプレゼンテーションは役に立たない、不必要なものだと感じた。

Ⅰ　研修概要

(第2次) 平成26年８月21日（木）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

研 修 目 的

　我が国の外国語教育を推進し、国際社会に生きる子ども達を育成するため、全国の外国語指導助手
（ＡＬＴ）に対して、日本の外国語教育等について適切に理解し、各学校において一層効果的な職務遂
行ができるようにするために必要な知識等を修得させる。(ＪＥＴプログラムにより日本に招致した外
国語指導助手（ＡＬＴ）に対する来日直後オリエンテーション（財団法人自治体国際化協会主催）の一
環として実施）

教育課題研修課　教育課題第二グループ

外国語指導助手研修(来日直後オリエンテーション)

　総務省・外務省・文部科学省の協力の下に実施しているＪＥＴプログラムにより招致した外国語指導
助手（ＡＬＴ)

　1日間

(4月期) 平成26年４月10日（木） 　1日間

(A日程) 平成26年７月28日（月） 　1日間

(B日程) 平成26年８月４日（月） 　1日間
開 催 期 日

開 催 場 所

104.6%計計

　４月期=ルポール麹町（東京都千代田区）
　Ａ日程,Ｂ日程,第２次=京王プラザホテル（東京都新宿区）

計 1,500 人 1,569 人

未 回 収
有意義であった

合計
おおむね有意義大変有意義

あまり意義で
なかった

全く無意義
だった

無 回 答
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（A-1:学校経営の改善）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年11月17日（月）～平成26年11月28日（金） 12日間

18 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答 未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

16 88.9 2 11.1
0 0.0 0.0 18

18 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・できるだけその日のうちに、訪問先での説明をまとめるようにしました。報告書の方向性について２回の協議会があっ
たので明確にできました。
・シニアアドバイザーから、研修まとめの際、及び訪問先での質問等でも、調査にもれのないよう助言をいただき、十分
に活かすことができた。
・この海外派遣研修は、事前の下調べが重要と感じた。訪問国の様子・歴史・教育システムや事情だけでなく、訪問する
学校や機関の特徴をホームページで調べておく、など大切である。また、質問事項（調査内容）をあらかじめ訪問先に送
付し、回答を用意（プリントあるいは口頭）してもらい、その回答についてさらに質問をすると、ピントがずれずに調査
が深まると思う。

P１１５のとおり
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（A-2:学校経営の改善）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月4日（土）～平成26年10月15日（水） 12日間

17 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答 未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

5 29.4 10 58.8
1 5.9 0.0 17

15 88.2

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 1 5.9 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・シニアアドバイザーがイギリスの教育事業に精通している方でしたので、とても勉強になりました。
・研修期問中に｢まとめ｣の時間が確保されていたために、概ねできた。

P１１５のとおり
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

P１１５のとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・今回の研修に参加させていただき、海外で学んだことも多くありましたが、日本の教育の良さも感じることができまし
た。全てを取り入れるのではなく、日本の良さを残しながら新しい教育方法を考えていきたいと思います。
・他国　ヨーロッパの教育関係機関・施設を訪問し、我が国の教育システムと比較でき、今後の指導・教育活動に大いに
役立つ、とてもよい研修となった。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

14 73.7 5 26.3
0 0.0 0.0 19

19 100.0

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

19 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月27日（月）～平成26年11月7日（金） 12日間

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（B-1:言語力・コミュニケーション力の育成）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（B-2:言語力・コミュニケーション力の育成）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年11月17日（月）～平成26年11月28日（金） 12日間

18 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答 未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

18 100.0 0 0.0
0 0.0 0.0 18

18 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・実際に学校を訪問すると、新たな疑問や課題もでてきた。シニアアドバイザーの先生に整理していただき、有難かっ
た。
・今回、「言語力・コミュニケーション力の育成」をテーマに研修をさせていただいた。視察させていただいた学校で
は、いずれにおいても、児童・生徒が主体的に学習に取り組んでいた。それに対して、教員を中心としたスタッフの支援
する体制が充実していることが、特徴的に見てとれた。その体制をより有効なものとするために、クラスの人数も日本よ
り少人数となっていた。言語力・コミュニケーション力を育成するのに、最大限の効果を引き出すためのベースとなるも
のを改めて実感した。
・シニアアドバイザーが、いつも優しく質問に答えてくださり、私達も質問しやすい雰囲気を作ってくださいました。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

P１１５のとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・事前研修であらかじめ協議していたように調査は進みませんでした｡そうしたことも予測していましたから何とか現地で
修正を加えながら調査することができました。
・シニアアドバイザーに見たり聞いたりしたことを分かりやすくまとめて説明していただけてよかった。
・ドイツのＰＩＳＡ型学力向上についての教育事情を視察することができ、大変有意義でした。特に問題は、（研修に関
して）ありません。研修は、大変充実していました。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 1 4.5

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

18 81.8 3 13.6
0 0.0 0.0 22

21 95.5

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

22 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月13日（月）～平成26年10月24日（金） 12日間

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（C-1:PISA型学力の育成）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（C-2:PISA型学力の育成）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月27日（月）～平成26年11月7日（金） 12日間

24 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答 未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

24 100.0 0 0.0
0 0.0 0.0 24

24 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・シニアアドバイザーが、視察を通して得たおびただしい情報を、整理したり価値づけたりして下さったことで、内容を
咀嚼し、一般化することができた。
・十分な時間があったわけではないが、その分、多くの場所を訪問させていただけたので、班で隙間時間を使って協議す
るように努めた。
・今回の海外派遣研修はよく計画されたものであり、大変満足で、有意義なものであった。一つだけ要望するなら、高校
の視察校をもう少し増やして欲しいことである。義務教育の先生が多いので仕方がないが、高校に勤務している者として
は、もう少し高校教育の現場を見たかった。今回のような割合で小中と高校を視察するなら、１日ぐらい２つを分けて研
修の日程を組む等の方法がとれれば、一層充実したものになると思われる。

P１１５のとおり
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

P１１５のとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・シニアアドバイザーの方が以前にも派遣国に行ったことがあって、その国のことをよく分かってみえることや、ご自身
も調査・研究テーマについて研究をされているので、お話される一言一言が本当に参考になり、勉強になった。
・海外派遣研修は、中身が濃く本当に有意義で、たくさんのことを吸収してくることができました。計画した調査・研究
内容と、実際の訪問先の内容とややズレがあったことが少し残念でした。このズレを少しでも解消するように、事前研修
で、昨年度参加された方をアドバイザーとして出席していただくのもいいかと思いました。
・本研修に参加させていただいたことで、自分自身が教師として少し成長できたように思います。調査・研究内容につい
てはなかなか計画通りに進まず、訪問をしながら焦りもありましたが、何かを学ぼうと必死に見たり質問したりすること
もできたので、逆にそれもよかったかな、と思いました。報告書を作成する段階では、昨年度までと重なってしまう内容
があることが気になりましたが、毎年少しずつ報告書の内容も前進していくよう、やはり事前研修にもう少し時間をか
け、しっかり準備できればと感じました。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

18 94.7 1 5.3
0 0.0 0.0 19

19 100.0

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

19 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月14日（火）～平成26年10月25日（土） 12日間

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（C-3:PISA型学力の育成）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

P１１５のとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・事前研修におけるシニアアドバイザーの講義のおかげで、訪問先における調査の焦点化ができていたため、適切な質問
ができ、より深く詳細な調査を行うことができた。
・国の選定がフィンランドであり、質の高い、世界でもトップレベルの教育を見ることができた。学習指導と生徒指導の
それぞれを調査することができた。生徒指導については、全体のテーマとして公式の質問等の中で、また学習指導につい
ては、学校等で授業参観をしている際の個別の（先生方への）質問を通して調査することができた。
もし可能ならば、現地において１～２回の会議（ミーティング）（副団長及び班長等で構成）を行い、諸問題等について
の相談及び報告をすることによって、より質の高い研修にすることができると感じる。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

13 76.5 4 23.5
0 0.0 0.0 17

17 100.0

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

17 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月1日（水）～平成26年10月12日（日） 12日間

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（D-1:生徒指導・教育相談の充実）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

P１１５のとおり

0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

・大変盛りだくさんの研修内容で満足です。ただ、一つひとつの訪問先での調査時間にゆとりがあると、もっと十分調査
できたかなと思います。
・シニアアドバイザーが、視察先で的確な質問ができるようにアドバイスしてくれたり、自ら主要な内容を引き出す質問
をしたり、調査の充実に努めてくれた。
・今回の研修に参加させて頂いて得られたものが数多くありました。いじめの問題が大きなテーマでしたが、養護教諭と
しての視点からもドイツの学校、子どもの様子、健康に対する考え方等、興味深く学ぶことができました。

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

17 94.4 1 5.6
0 0.0 0.0 18

18 100.0

全体受講定員
（全体計画人数）

300 人、 279 人、 93.0%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

18 人 参加率 ※

開 催 場 所 別紙のとおり

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

※ 人 受講者数

受 講 対 象
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

開 催 期 日 平成26年10月13日（月）～平成26年10月24日（金） 12日間

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に活かし、教員研修の
一層の充実を期する。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 教育課題研修指導者海外派遣プログラム（D-2:生徒指導・教育相談の充実）

担 当 課
グ ル ー プ

基幹研修課　基幹研修第三グループ
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

279 人、 93.0%

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

人数
(人)

・大変貴重な体験をさせていただき、感謝しています。海外に行ってこそ感じられるものがたくさんありました。また、
同じ団のメンバーと話し合うことも有意義でした。

P１１５のとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

210 0.0 0 0.0 0 0 0.0
18

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年10月20日（月）～平成26年10月31日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の中核的な役割を担う指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に
活かし、教員研修の一層の充実を期する。

基幹研修課　基幹研修第三グループ

教育課題研修指導者海外派遣プログラム（E-1:キャリア教育の充実）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

12日間

開 催 場 所 別紙のとおり

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

300 人、

※※ 21 人

全体受講定員
（全体計画人数）

85.7 3 14.3

21 100.0
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

95.7 1 4.3

23 100.0

別紙のとおり

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

300 人、

※※ 23 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年11月17日（月）～平成26年11月28日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の中核的な役割を担う指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に
活かし、教員研修の一層の充実を期する。

基幹研修課　基幹研修第三グループ

教育課題研修指導者海外派遣プログラム（F-1:体力・運動能力の向上）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

12日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

・出雲先生の切り返し質問のおかげで、内容を深めることができました。
・教育機関・学校・地域の施設等、とても参考になる所ばかりでよかった。数もちょうど良かった。
・研修期間中に、打ち合わせ､協議､まとめを行う時間を設定していただき、よかった。
・適宜､資料を配付してくださったり、アドバイスをしてくださったりして､調査研究に活かすことができた。

P１１５のとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

230 0.0 0 0.0 0 0 0.0
22

279 人、 93.0%

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

100.0 0 0.0

20 100.0

別紙のとおり

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

300 人、

※※ 20 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年10月6日（月）～平成26年10月17日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の中核的な役割を担う指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に
活かし、教員研修の一層の充実を期する。

基幹研修課　基幹研修第三グループ

教育課題研修指導者海外派遣プログラム（G-1:学校教育の情報化・ICTの活用）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

12日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

・小・中・高、様々な校種を訪問でき、大変有意義だった。
・訪問先が教育省訪問から始まって、１日あたり２校、さらに、３日目にはまとめの時間があったので良かった。欲張り
すぎて訪問先を増やしても印象が薄くなってしまうため、今回の研修は適切で、充実していたと思います。
・現地での研究協議、訪問機関での適宜の指導等も含め、全て有効に活用できた。
・シニアアドバイザーの先生が、訪問先でもご助言下さり参考になりました。グループ協議や個人的に疑問に思ったこと
等についても随時、相談にのっていただくことができました。
・教育省では必要な情報を示していただき、その後の視察に向けての予備知識となった。それから、訪問した学校はいず
れも大変優れていた。
また、シニアアドバイザーから、視察するポイント、視察後の解説が訪問先ごとにあり、とても良い研修ができました。

P１１５のとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

200 0.0 0 0.0 0 0 0.0
20

279 人、 93.0%

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

279 人、 93.0%

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

人数
(人)

・制度、用語、概念の違い等ふまえていたつもりですが、現地に行ってみて改めてその違いを実感することができまし
た。イメージを共有し合うのに苦労した点もありましたが、それも含めての研修ですので良かったです。
・素晴しいコーディネートで、全く問題ありませんでした。
・シニアアドバイザーには、訪問先でもご助言頂き参考になりました。グループ協議や個人的に疑問に思ったこと等につ
いても随時、相談にのっていただくことができました。

P１１５のとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

130 0.0 0 0.0 0 0 0.0
13

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年11月3日（月）～平成26年11月14日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の中核的な役割を担う指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に
活かし、教員研修の一層の充実を期する。

基幹研修課　基幹研修第三グループ

教育課題研修指導者海外派遣プログラム（H-1:特別支援教育の充実）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

12日間

開 催 場 所 別紙のとおり

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

300 人、

※※ 13 人

全体受講定員
（全体計画人数）

100.0 0 0.0

13 100.0
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

全体受講定員
（全体計画人数）

64.3 5 35.7

14 100.0

別紙のとおり

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

300 人、

※※ 14 人 参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年10月6日（月）～平成26年10月17日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の中核的な役割を担う指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に
活かし、教員研修の一層の充実を期する。

基幹研修課　基幹研修第三グループ

教育課題研修指導者海外派遣プログラム（I-1:学校と地域等の連携）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

12日間

開 催 場 所

受 講 人 数 人

0.0
人数
(人)

・シニアアドバイザーからの指導（考え方・知識）のタイミングがよく、全員が意欲を持ち続けることができた。
・団長やシニアアドバイザー、通訳、添乗員の方々のおかげで、訪問先が変更しても研修が行えました。
・シニアアドバイザーの先生の的確かつ適切な御指導、ご助言により有意義な研修となった。
・とても勉強になった研修でした。ただ、英語科教員が私独りだけであり、通訳などの必要はあまりなかった。この研修
に参加されるほかの先生方も英語科の人が多いと思っていたので、やや残念であった。参加する前に、もっと情報収集し
ておけばよかったと思う。こういう点を除くと、自分としては大変価値ある日々を過ごさせて頂きました。

P１１５のとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

140 0.0 0 0.0 0 0 0.0
9

279 人、 93.0%

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

279 人、 93.0%

・都道府県市が抱える教育課題等を踏まえ、「学校安全・防災教育の推進」のテーマを廃止した。
・事前研修会について、全団を一括して８月につくばで実施した。

・訪問先機関の確定状況について、文書の提出を義務づける。
・団の人数のバランスを考えるため、参加希望を取る際に、第一、第二希望を書いてもらう。

人数
(人)

・希望要望も充分聞いていただき、勉強になるだけでなく感動いたしました。
・事前に設定していたため、視点を定めて視察することができた。
・派遣国の教育制度を文化と照らし合わせて、どのようにして日本で活用できるのか、適切にアドバイスして頂きまし
た。
・シニアアドバイザーからの指導（考え方・知識）のタイミングがよく、全員が意欲を持ち続けることができた。
・グループに分かれて協議し、まとめることや、今後の報告書作成のための方向を決めることができました。

P１１５のとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

160 0.0 0 0.0 0 0 0.0
12

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年9月29日（月）～平成26年10月10日（金）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的
教育現場が抱える重要な教育課題に対応する研修指導者を養成するため、当該課題について先進的に取り
組む諸外国に各地域の中核的な役割を担う指導者を派遣し、その成果を教育委員会が実施する研修内容に
活かし、教員研修の一層の充実を期する。

基幹研修課　基幹研修第三グループ

教育課題研修指導者海外派遣プログラム（I-2:学校と地域等の連携）

小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び幼稚園の教職員並びに教育行政機関の職員
で、派遣テーマに関して、地域の中核的な役割を担う指導者となる者であって、かつ長時間の移動や海外
での研修に耐え得る者

12日間

開 催 場 所 別紙のとおり

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

300 人、

※※ 16 人

全体受講定員
（全体計画人数）

75.0 4 25.0

16 100.0
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派遣テーマ 団数
派遣
団名

人数 派遣国 派遣期間 日数

A-1 18 イギリス 11/17(月)～11/28(金) 12

A-2 17 イギリス 10/4(土)～10/15(水) 12

B-1 19 オーストリア 10/27(月)～11/7(金) 12

B-2 18 ドイツ 11/17(月)～11/28(金) 12

C-1 22 ドイツ 10/13(月)～10/24(金) 12

C-2 24 フィンランド 10/27(月)～11/7(金) 12

C-3 19 フィンランド 10/14(火)～10/25(土) 12

D-1 17 フィンランド 10/1(水)～10/12(日) 12

D-2 18 ドイツ 10/13(月)～10/24(金) 12

キャリア教育の充実 1 E-1 21 オーストラリア 10/20(月)～10/31(金) 12

体力・運動能力の向上 1 F-1 23 ニュージーランド 11/17(月)～11/28(金) 12

学校教育の情報化・ＩＣＴの活用 1 G-1 20 オーストラリア 10/6(月)～10/17(金) 12

特別支援教育の充実 1 H-1 13 デンマーク 11/3(月)～11/14(金) 12

I-1 14 イギリス 10/6(月)～10/17(金) 12

I-2 16 オランダ 9/29(月)～10/10(金) 12

15 団 279 名

学校経営の改善 2

平成２６年度　教育課題研修指導者海外派遣プログラム　　派遣団一覧

事前研修会

8/9(土)～
　8/10(日)

教員研修
センター
（つくば市）

学校と地域等の連携 2

言語力・コミュニケーション力の育成 2

ＰＩＳＡ型学力の育成 3

生徒指導・教育相談の充実 2
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的
　本研修は、学校における実習等の授業の質の向上を図るため、急速に発展・進歩する産業技術、情報技
術等について、情報化・技術革新その他社会情勢の変化に適切に対応した最新の知識・技術を習得させ、
受講者が各地域で行われる研修の講師等や各学校への指導・助言等を行うことを目的としている。

Ⅰ　研修概要

研 修 名
産業・情報技術等指導者養成研修（情報G－１）「ネットワークシステムの構築・運営管理とシステム設計
に関する講義と実習」

担 当 課
グ ル ー プ

教育課題研修課　教育課題第一グループ

受 講 対 象
　都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当指導主事並びにそれに
準じる者
　高等学校、中等教育学校又は中学校で産業教育を担当する教諭等

開 催 期 日 平成26年7月28日（月）～平成26年8月1日（金） 5日間

12 人 参加率 60.0%

開 催 場 所 千葉商科大学（千葉県市川市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

20 人 受講者数

全体受講定員
（全体計画人数）

205 人、 223 人、 108.8%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答 未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

7 58.3 5 41.7
0 0.0 0.0 12

12 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・実施経費については、引き続き全額派遣者負担を導入した。

・実施経費については引き続き全額派遣者負担を導入する。
・当センターの第4期中期計画の研修の廃止等の規程により、適当な委託先がない休止中のコースを本コースに統合する。

・研修内容は、予想していたより基礎的であり、有難い反面、高度な技術に触れる機会もあれば、と思った（理解ができ
なくても、到達点を経験することで道筋を作ることができる）。
・５日間いろいろ勉強させてもらって本当に良かった。学んだことは必ず復習し、少しずつでも役に立てていこうと思
う。実際現場に帰ると、生徒指導や補習等で忙しいが、頑張っていく。
・何を目的としているのか、これを何故講座の内容として選んだのか、よく分からない気がした。（内容はもっと高度で
よいと思う。）視学官の話を聞き、少しは理解できたので、できれば先に聞いておきたかった気がする。最終的には多く
の方の授業に対する思いや実践例を聞くことができ満足している。

次ページのとおり
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

研 修 目 的
　本研修は、学校における実習等の授業の質の向上を図るため、急速に発展・進歩する産業技術、情報技
術等について、情報化・技術革新その他社会情勢の変化に適切に対応した最新の知識・技術を習得させ、
受講者が各地域で行われる研修の講師等や各学校への指導・助言等を行うことを目的としている。

Ⅰ　研修概要

研 修 名
産業・情報技術等指導者養成研修（福祉H－１）「医療的ケアを中心とした生活支援技術の講義と演習（医
療的ケア教員講習）」

担 当 課
グ ル ー プ

教育課題研修課　教育課題第一グループ

受 講 対 象
　都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当指導主事並びにそれに
準じる者
　高等学校、中等教育学校又は中学校で産業教育を担当する教諭等

開 催 期 日 平成26年8月20日（水）～平成26年8月22日（金） ３日間

38 人 参加率 126.7%

開 催 場 所 埼玉県立誠和福祉高等学校（埼玉県羽生市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

30 人 受講者数

全体受講定員
（全体計画人数）

205 人、 223 人、 108.8%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答 未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

28 73.7 10 26.3
0 0.0 0.0 38

38 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・実施経費については、前回同様、全額派遣者負担を導入した。
　

・研修実施経費については引き続き全額派遣者負担を導入する。
　

・喀痰吸引の実技を初めてさせていただいたので大変勉強になった。又、他校の取り組み、教材についても先生方から教
えていただき貴重な経験になった。
・福祉系高校の先生方と新しいネットワークができた。少人数の研修で親しくなり、今後の課題解決に気軽に連絡のでき
る関係をつくることができた。又、会場校の設備の充実にもおどろき、とても参考になった。
・看護科に所属し、福祉科の医療的ケアの担当であり東京での一日研修しか受講していないため、復習のつもりで参加し
た。一日研修と比較するとゆっくりと演習ができ、有意義でした。また疑問点についても説明を受けることができた。

次ページのとおり
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※ 受講者数 参加率

Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

次ページのとおり

0.0 32
32 100.0

Ⅳ　研修日程（プログラム）

0 0.0 0 0.0 0

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

・実施経費については、引き続き全額派遣者負担を導入した。
　

・実施経費については引き続き全額派遣者負担を導入する。
　

未 回 収 合計
大変有意義 概ね有意義

人数
(人)

割合
(％)

21 65.6 11 34.4

・現在の勤務地にいただけでは知り得なかった、探究心をくすぐられることもなかったこと（食品衛生や色素について
等）が多くあったことに気がついた。特に難しいと考えがちな教育法についてはわかりやすく、とても身近に感じられ
た。子供たちのためにある！！あたり前のことに気づけた。
・講師の先生方の専門的な知識を講義、実験で幅広い分野で学ぶ事ができた。また全国各地の先生方と情報交換や親睦を
深める事ができ大変よかった。農業科教育法の単位数変更をもう少し早い時期に連絡していただきたかった。
・以前に受けた講習会でいくつか似た内容のものを学んでいたのですが、再確認という意味でも有意義なものであった。
今回の研修自体は全体を通してとても良かったと思う。

0 0.0

60 人、 79 人、 131.7%

有意義であった あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

全体受講定員
（全体計画人数）

32 人 参加率 160.0%

開 催 場 所 南九州大学都城キャンパス(宮崎県都城市）

受 講 人 数 受講定員
（計画人数）

20 人 受講者数

受 講 対 象
高等学校等（特別支援学校の高等部を含む）の当該教科・科目を担当する実習助手で、実習助手として3年
以上勤務し、勤務成績の良好な者

開 催 期 日 平成26年8月18日（月）～平成26年8月22日 (金) 5日間

研 修 目 的
本研修は、高等学校の産業教育に関する教科・科目を担当する実習助手に対して、職務に必要な最新の知
識・技術を習得させ、資質の向上を図ることを目的としている。

Ⅰ　研修概要

研 修 名 産業教育実習助手研修（農業）『教科「農業」及び農業科指導法に関する講義と実習』

担 当 課
グ ル ー プ

教育課題研修課　教育課題第一グループ
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Ⅱ　アンケート結果の状況

1.研修全体について、「有意義であった」と答えた割合 （人、％）

2.研修内容に関する主な意見

前年度を踏まえ

次年度に向けて

・初日のアイスブレーキングを１５分から３０分に拡充した。
・事例発表について、前年度受講生から１人選び、当該研修受講後、具体的にどのような活動ができたかなど、発表して
いただくこととした。
・同じく事例発表について、発表校数を減らし、質疑応答、班別協議（意見交換）の時間を設け、より理解の深まる内容
とした。
・全体発表について、発表班の数を減らし、各部会講師の講評時間を拡充した。

・教育委員会部会を焦点化する。具体には、域内の学校から吸い上げるデータから具体的に何が読み取れるか、データの
分析結果を教委内でどう生かすかなど、より具体的な内容を盛り込む。
・最後のコマ（研修講師となるために）で、個人で研修計画を作成する時間を設定する。
・研修開催時期を再検討する。
・演習時間を拡充する。

人数
(人)

・講義が初日に集中し、２日目以降は演習が中心であったので、演習に積極的に取り組むことができた。
・指導者養成という面も意識した研修であったため今後の活用ができそうである。
・講義を聞いた上で事例を用いて協議演習を実施したことは大変良かった。どこをどう改善していけばよいかということ
を明確にすることができた。
・講義、演習内容などに満足している。特に、演習に講師が入り適宣指導・助言していただき、班の演習がとてもスムー
ズ且つ適切に進んだ。
・学期末の忙しい時期に４日間職場を離れるため、準備や引き継ぎが大変であった。

次ページのとおり

Ⅲ　研修内容・方法の見直し等

Ⅳ　研修日程（プログラム）

割合
(％)

1280 0.0 0 0.0 0 0 0.0
121

受 講 人 数 人

0.0

参加率受講者数

Ⅰ　研修概要

平成26年 7月14日（月）～平成26年 7月17日（木）

研 修 名

担 当 課
グ ル ー プ

受 講 対 象

開 催 期 日

研 修 目 的

　組織的・継続的に教育活動その他の学校運営の改善を図ることを目的とした学校評価を円滑に推進する
ため、第三者評価の観点を含めた自己評価、学校関係者評価の生かし方等について、必要な知識及び技能
を習得させ、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動や各学校への指導・助言等
が受講者により行われることを目的とする。

教育課題研修課　第二グループ

学校評価指導者養成研修

・都道府県・指定都市・中核市教育委員会等の管理主事、指導主事及び教育センターの研修担当主事並び
にそれに準じる者。
・幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校並びに特別支援学校の校長、副校長、教頭、主幹教
諭、指導教諭及び教諭であって、各地域において本研修内容を踏まえた研修の講師等としての活動を行う
予定である者。

４日間

開 催 場 所 独立行政法人教員研修センター（茨城県つくば市）

受講定員
（計画人数）

未 回 収
有意義であった

合計
概ね有意義大変有意義

あまり意義が
なかった

全く無意義
だった

無 回 答

116.4%110 128 人

94.5 7 5.5

128 100.0
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カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

推
進

す
る

た
め

に
～

全
体

発
表

・
協

議
～

◎
目

的
：
研

修
講

師
と

な
る

た
め

の
課

題
を

整
理

す
る

◎
目

的
：
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

推
進

す
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る

　
奈

良
教

育
大

学
　

准
教

授
　

　
赤

沢
　

早
人

 大
阪

教
育

大
学

 元
学

長
　

長
尾

　
彰

夫

8
:3

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
5
:3

0
1
5
:4

5

2
/
1
7
（
火

）
　

事
例

発
表

8
:3

0
1
0
:4

5
1
1
:0

0
1
2
:0

0
1
2
:1

5

1
5
:4

5
1
5
:5

5
1
7
:0

0

第 ３ 日 目

休 憩

昼
食 ・

 休
憩

 【
発

表
準

備
】

休 憩

 【
部

会
別

発
表

】

移 動

 【
全

体
発

表
・
講

評
】

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

促
進

す
る

た
め

の
研

修
の

手
法

の
展

開
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

実
際

◎
目

的
：
各

校
に

お
い

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

実
行

す
る

た
め

の
研

修
手

法
及

び
そ

の
効

果
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
を

得
る

◎
目

的
：
各

部
会

に
お

け
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
義

を
理

解
し

、
事

例
検

討
を

と
お

し
て

必
要

な
視

点
を

学
ぶ

【
Ａ

】
岐

阜
大

学
　

准
教

授
　

　
田

村
　

知
子

、
奈

良
教

育
大

学
　

准
教

授
　

赤
沢

　
早

人
【
Ｂ

】
秋

田
公

立
美

術
大

学
　

教
授

　
　

毛
内

　
嘉

威
【
Ｃ

】
文

部
科

学
省

　
安

全
教

育
調

査
官

　
　

佐
藤

　
浩

樹

休 憩

【
Ｄ

】
お

茶
の

水
女

子
大

学
　

准
教

授
　

　
望

月
　

由
起

　
鳴

門
教

育
大

学
　

教
授

　
　

村
川

　
雅

弘
【
Ｅ

】
鳴

門
教

育
大

学
　

教
授

　
　

村
川

　
雅

弘

8
:3

0
1
0
:3

0
1
0
:4

5
1
1
:3

0
1
2
:3

0

◎
目

的
：
各

地
域

の
取

組
を

知
る

と
と

も
に

、
課

題
を

共
有

す
る

　
文

部
科

学
省

　
視

学
官

　
　

太
田

　
光

春
　

岐
阜

大
学

　
准

教
授

　
　

田
村

　
知

子

1
7
:0

0

第 ２ 日 目

休 憩

講
義

３
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
る

評
価

と
改

善

◎
目

的
：
学

校
づ

く
り

に
生

か
す

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

・
進

め
方

に
つ

い
て

学
ぶ

文
部

科
学

省
　

教
科

調
査

官
　

　
　

　
　

　
　

　
　

冨
山

　
哲

也

国
立

教
育

政
策

研
究

所
　

学
力

調
査

官
　

　
　

　
 杉

本
 直

美
※

選
択

制
文

部
科

学
省

　
安

全
教

育
調

査
官

　
　

　
　

　
　

　
　

　
佐

藤
　

浩
樹

文
部

科
学

省
　

教
科

調
査

官
　

　
　

　
　

　
　

　
　

田
村

　
学

※
選

択
制

8
:3

0
1
0
:1

0
1
0
:2

5
1
2
:0

5
1
3
:0

5
1
4
:4

5

鳴
門

教
育

大
学

　
教

授
　

　
　

 村
川

　
雅

弘
岐

阜
大

学
　

　
　

　
准

教
授

　
　

田
村

　
知

子
筑

波
大

学
　

　
　

　
准

教
授

　
　

根
津

　
朋

実

1
5
:0

0

文
部

科
学

省
　

教
科

調
査

官
　

　
　

　
　

　
　

　
　

赤
堀

　
博

行
昼 食 ・

 休 憩

お
茶

の
水

女
子

大
学

　
准

教
授

　
　

　
　

　
　

　
　

　
望

月
　

由
起

【
Ｅ

総
合

的
な

学
習

の
時

間
】

平
成

２
６

年
度

 カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
指

導
者

養
成

研
修

 日
程

9
:2

0
9
:4

5
1
0
:3

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
4
:5

0
1
5
:0

5
1
7
:0

0

第 １ 日 目

受 付

開 講 式

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

昼 食 ・ 休 憩

休 憩

　
こ

れ
か

ら
の

学
校

教
育

　
～

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

観
点

か
ら

～
　

各
地

域
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

取
組

◎
目

的
：
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
義

と
そ

の
必

要
性

、
ま

た
実

践
す

る
う

え
で

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

◎
目

的
：
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

は
何

か
、

学
校

運
営

に
お

け
る

役
割

と
そ

の
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

な
理

解
を

深
め

る
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（
別

紙
）

講
義

１
講

義
２

講
義

・
演

習
１

1
0

各
地

域
に

お
け

る
外

国
語

活
動

の
取

組
状

況
と

課
題

月 2
2

日

（
水

）

事
例

発
表

・
協

議
講

義
・
演

習
２

講
義

・
演

習
３

1
0

外
国

語
教

育
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
方

策
Ⅰ

月 2
3

日
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
 教

科
調

査
官

　
直

山
 木

綿
子

（
木

）
海

田
町

教
育

委
員

会
学

校
教

育
課

 教
育

指
導

監
　

大
里

 弘
美

講
義

・
演

習
４

講
義

・
演

習
５

1
0

外
国

語
教

育
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
方

策
Ⅱ

研
修

講
師

と
な

る
た

め
に

月 2
4

文
部

科
学

省
初

等
中

等
教

育
局

 教
科

調
査

官
　

直
山

 木
綿

子

日
海

田
町

教
育

委
員

会
学

校
教

育
課

 教
育

指
導

監
　

大
里

 弘
美

（
金

）

 島
根

大
学

教
育

学
部

附
属

小
学

校
 教

諭
　

加
藤

 君
江

 海
田

町
教

育
委

員
会

学
校

教
育

課
 教

育
指

導
監

　
大

里
 弘

美

海
田

町
教

育
委

員
会

学
校

教
育

課
教

育
指

導
監

　
大

里
 弘

美

大
阪

教
育

大
学

教
育

学
部

教
授

　
加

賀
田

 哲
也

受 付

◎
目

的
：
こ

れ
ま

で
の

研
修

内
容

を
も

と
に

、
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
方

策
等

を
探

る
。

（
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
形

式
）

休 憩
・

昼 食

閉 講 式
◎

目
的

：
外

国
語

教
育

の
効

果
的

な
推

進
及

び
充

実
の

た
め

に
必

要
な

事
項

を
整

理
し

、
推

進
方

策
等

に
つ

い
て

の
知

識
・
方

法
等

を
知

る
。

◎
目

的
：
本

研
修

を
振

り
返

り
、

成
果

等
を

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
研

修
講

師
と

な
る

た
め

の
課

題
を

整
理

す
る

。
※

講
義

・
演

習
３

で
話

し
合

っ
た

内
容

と
作

成
し

た
資

料
に

つ
い

て
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

形
式

で
発

表
し

、
情

報
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

実
践

に
向

け
た

方
策

を
知

る
。

文
部

科
学

省
初

等
中

等
教

育
局

教
科

調
査

官
　

直
山

 木
綿

子

◎
目

的
：
外

国
語

教
育

の
推

進
及

び
充

実
の

た
め

に
必

要
な

事
項

を
整

理
し

、
推

進
方

策
等

に
つ

い
て

の
知

識
・
方

法
を

探
る

。

※
講

義
・
演

習
１

に
お

い
て

出
さ

れ
た

課
題

を
解

決
す

る
と

と
も

に
、

①
中

学
校

と
の

接
続

を
意

識
し

、
児

童
が

意
欲

的
に

取
り

組
む

活
動

の
設

定
・
指

導
法

及
び

学
習

評
価

、
②

教
員

の
外

国
語

活
動

指
導

力
向

上
の

た
め

の
研

修
等

に
つ

い
て

、
指

定
さ

れ
た

課
題

ご
と

の
グ

ル
ー

プ
で

解
決

策
を

協
議

し
、

具
体

的
な

実
践

方
法

を
探

る
と

と
も

に
、

講
義

・
演

習
４

に
向

け
た

発
表

資
料

を
作

成
す

る
。

8
:3

0
9
:0

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
4
:3

0
1
4
:4

5

受 付
休 憩

休 憩
・

昼 食

「
中

学
校

と
の

接
続

を
意

識
し

、
児

童
が

意
欲

的
に

取
り

組
む

活
動

の
設

定
・
指

導
法

及
び

学
習

評
価

」

小
学

校
に

お
け

る
外

国
語

教
育

の
課

題

「
教

員
の

外
国

語
活

動
指

導
力

向
上

の
た

め
の

研
修

等
」

◎
目

的
：
先

進
的

な
取

組
事

例
を

と
お

し
て

、
効

果
的

な
小

中
連

携
の

在
り

方
を

知
り

、
小

中
学

校
そ

れ
ぞ

れ
に

お
け

る
外

国
語

教
育

の
課

題
に

対
す

る
解

決
方

策
に

つ
い

て
の

視
点

や
方

法
等

を
得

る
。

1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
7
:0

0

受 付

開 講 式

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

休 憩
・

昼 食
休 憩

外
国

語
教

育
の

現
状

と
今

後
の

方
向

性
外

国
語

教
育

の
充

実
の

た
め

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

8
:3

0
9
:0

0
1
0
:1

5
1
0
:3

0

◎
目

的
：
学

校
教

育
に

お
け

る
外

国
語

教
育

の
現

状
と

課
題

を
踏

ま
え

、
今

後
の

外
国

語
教

育
の

重
要

性
と

方
向

性
を

理
解

す
る

。

◎
目

的
：
外

国
語

教
育

に
お

け
る

小
中

連
携

の
効

果
を

知
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

に
、

小
中

学
校

そ
れ

ぞ
れ

に
求

め
ら

れ
る

課
題

を
明

確
に

し
、

こ
れ

か
ら

の
外

国
語

教
育

の
展

望
を

理
解

す
る

。

平
成
２
６
年
度
小
学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
等
国
際
理
解
活
動
指

導
者

養
成

研
修

　
日

程

9
:3

0
1
0
:0

0
1
0
:3

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
4
:3

0
1
4
:4

5
1
7
:0

0

文
部

科
学

省
初

等
中

等
教

育
局

教
科

調
査

官
　

直
山

 木
綿

子
大

阪
教

育
大

学
教

育
学

部
教

授
　

加
賀

田
 哲

也
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
教

科
調

査
官

　
直

山
 木

綿
子

◎
目

的
：
各

地
域

の
外

国
語

活
動

の
取

組
を

知
る

と
と

も
に

、
外

国
語

教
育

の
更

な
る

充
実

に
向

け
た

課
題

を
明

ら
か

に
し

、
共

有
す

る
。

※
事

前
課

題
で

作
成

し
た

各
地

域
や

学
校

に
お

け
る

現
在

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
成

果
と

課
題

が
あ

る
か

を
共

有
し

、
今

後
の

研
修

に
お

い
て

解
決

方
策

へ
の

意
識

を
高

め
る

。
（
班

別
協

議
）
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